












































































項 u 分 官民 :1 告j '3'， モ主) 二~， :f戸)) 7 (8; 
I災7ヰの特徴 1. 白然災吉 。 O O O O O 
2 人為的災害 O 。 。 O 
E対策 1.耐震 O Oム Oム 。ム O O Oム ム
2. 防火 。 Oム O 。ム 06 O 
3. 防災」般 O O O 。 O 。 ム
4 避難経路・方法 O Oム O ム O ム
5. 消火出・火災報知器・避難階段 Oム O O O 
6. 非常時持出品 O Oム ム Oム
7. 地域での助け合い ム O 
8. 行動訓練をする O 
E法律 1.建築基準法 O O O O 
IV災害の被害 1 阪神・淡路大震災について ム ム ム Oム ム
注 1 @項を設けてある O項は設けてないが関連のある事項について述べている.ム関連のある写真や友 絵などが掲載されている
注2 高等学校教科書 ①教育図書「家庭総合」②大修館書院「家庭総合j ③実教出版[家庭総合」を一倍出版「家庭総什」
事:実教出版「家庭総合 21J⑥東京書籍「家庭総台」否問隆堂「家庭総合J瓦第・学宵社「家庭総合」
表2 家庭総合」教科書における災害の特徴に関する記述






(;2"1 P.199 -住居と安全 -暴風・豪雨・豪雪・地震・津波などの自然災害
P.l99 -住居と安全 -火災・爆発・窃盗などの人為的災害
{豆) P.198 -災害の実態と -白然災害による被害を，最小限にするためには…。
安全対策 -自然災害(台風，地震，風水害，凍害.火災などがある)
P.l98 -災害の実態と -住宅内外の構造を点検し 必要に応じて補強・改善する。
安全対策
-防災対策の例 . (図)たなの固定 (L 次型金具).照明器具の固定(鎖などに重ねたたなの同定(I字耳目金~-t).ピアノの|ムl定(ビ
アノ専用の転倒防止器具)
]J P.172 災害に備える -日本は夏のはじめに梅雨があり.その後は台風がきて 冬には地域的に大雪が降る。さらに， 日本はi吐界でもの
-白狭'"、グ山t申口 数の地震国である。その結果.風水吉. -t砂崩才l. 地盤の亀裂，雪崩などの臼然災害が起こる。 二次災芹として，
交通網の切断.水道噌電気 ガスなどのライフラインの破壊.建物の倒壊，火災などが起こる。また，都市にもガ
ス爆発，地盤沈下¥公害など安全を脅かす宏一閃はさまざまにある。このような災害や事故に対処するためには，第




P.l73 災害に備える -人為災害には火災や盗難などがある。火災は注丘すれば防ぐことができる。 2000年に 1年間r:消失した建物J;.k
-人為災害 面積約1.594kr1は 3DK (56凶)の住宅約28.000戸に相当する。原国はこんろが一番多いが，火を消し忘れたり，
油を使って調理巾に火のそばを離れて発火温度 (360~. 4000C) になってしまったり，ガスこんろの上のふきんや
調理している人の衣服に火が燃え移ったりしたことによる。続いて放火 たばこ，ストーブ，配線などである。火
災では住宅や家財の焼失被害だけでなく 火傷の燃焼時に発生する」酸化炭素の中毒で死亡することがあるの
(7) P.l72 非常災害と安全 -自然災害を避けることはできないが、 日ごろから④危険個所を修理する②近所で助け合う関係を台一てるも災古時
対策 の行動訓練を学習する。などによって被害を少なくすることができる。
P.173 人為的災害と防 -人為的災害の Aつである火J事の原岡の多くが，寝たばこ，油を使った料理中に火元を離れたこと.消火してない
災・防犯 ままの石油ストーブへの補給など.不注意によるものである。火災報知器や消火器などを備えると同時に.火気の
扱いに十分注志する必要がある。







































































































① I P.l80 I・自然災害への I.生活面では，家具，器具の転倒，備品の落下防止など高い位置にあるものに注意する。
対策






③ I P.l98 I・災害の実態と I.住宅内外の構造を点検し，必要に応じて補強・改善する。
安全対策 | ・(図)たなの固定 (L次型金具).照明器具の固定(鎖など).重ねたたなの固定(I字宅金具).ピアノの固定(ピ
・防災対策の例|アノ専用の転倒防止器具)













@ I P.186 I .防災 | ・地震・・・などさまざまな災害があるが，地震国である日本では，地震への日常的な対策は欠かせない。




⑥ I P.l72 I・自然災害






































































































⑦ I P.l72 I非常災害と安全| ・周辺から火事の延焼を受けにくいこと





























































~' P.199 -住居と安全 -建物自体を-耐風・耐水構造にする必要
がある。
③ P.l98 災害の実態と -住宅内では，地震時の二次災害を避ける
安全対策 ための防災対策が必要である。
④ P.164 -耐震・耐風 -雪，地震，風，水などの外からの力がは
たらいても・・・




⑥ P.l72 -白然災需 -堤防や河川の整備，土砂崩れ防止雪崩
対策，地盤の強化





















(u P.180 -自然災害へ -避難場所・避難経路の確認
の対策





(芯l P.19ぷ -災宍の実態 -避難経路や避難}ji去の検討や雌認が大切
と安全対策 である。
(~) P.186 -地震のそな -家族内での避難場所確認
え用チェック
リストの例















③ 1".198 -災害の実態 -火災報知器の設置や...確認が大切である。
と安全対策
生l P.165 -防火 -集合住宅では，規模により火災報矢16や
避難階段.避難用具の投開などが決められ
ている。
⑦ 1'.173 人為的災害と -火災報知器や消火iIitなどを備えると同時
防災・防犯 に，火気の扱いに十分注意する必要がある。
高等学校家庭科における防災教育の構想 「家庭総合」教科書・指導資料の考察一
















CD P.1RO -自然災害へ -非常時持出品の準備などもしておきたい。
の対策































① P.181 -火災への対 -火を使う台所などでは噌建築基準法で内
策 装を不燃化することが義務付けられている
が.，





⑦ P.172 非常災害と安 -建物や宅地の安全基準を定めている法律
全対策 に適合していること











① P.180 . 千L三J手T 王て -阪神・淡路大震災に見舞われた室内
② 1".199 .r; 六白 -地震による被害
(被災した住宅)
⑥ P.l72 . (写真) -地震で家具が倒れた室内
-日然災寄 . 1995年阪神・淡路大震災により犠牲斉
6，310人，家尾破壊436，000棟




















































































分担 項 目 Al A2 A3 Bl B2 Kl Cl C2 Dl D2 E Fl ド2
自然災害 自然災宵・天災 fに「ノ O 。。。 。f¥) 
地震 。。 。 。f¥}¥ 
台風 。。 。f¥「ノ
j判皮 O 。n 
暴風 。。
豪雨 o ¥ 。 。。
落需・鉄砲水 o 
山崩れ・十一砂崩れ 。 。
f圭崩才l O 。。O 
七石流・地滑り 。
地盤沈下 (ヘノ1 
過去の災芹 阪神・淡路大震災 。。 。仁〕 O O 
関東大震災 。










Al A2 A3 Bl B2 B3 Cl C2 Dl D2 E Fl F2 G 
非常時に 非常時持出品 O O O 
必要とな 救急医薬品 O O 
るもの
懐中電灯・非常食・ラジオ・ヘルメット・衣類 O O O 
小銭・現金 。O 
人為的災害 人為的災害・二次災害 O O O O 
火事・火災 O 。 O 。 O O 
爆発・ガス爆発 O 。




市民活動 自主防災組織 O 
地域コミュニティー活動 。
防災訓練 O O 
注 @詳しく載せている O載せている
表 13 指導資料における建築に関する記述
ノJJ、 う犬長田、 項 日 A 1 A2 A :3 B 1 B 2 B 3 C 1 C 2 D 1 D2 E F 1 F 2 G
法 律 建築基準法
消防法


































O 。 。O 
O 。 O O 








O O O 
O O 




















































45 (4)， 356 -366， 200~3 
3)宇野まゆみ「防災教育に果たすべき中学校家庭科の
積極的役割について-中学校 技術・家庭科を中心と
して一」平成 10 年度兵庫教育大学大学院修 I~論文
4)藤岡秀英ほか「防災の視点からの『住生活』領域に
おける教材開発に関する研究J平成 9--11年度科学研
究費補助金研究成果報告書， 2000. 3 
5)学校等の防災体制の充実に関する調査研究協力占ー会
議「学校等の防災体制の充実について(第二次報告)J ， 










説書， B3教育図書 家庭科キーワード話材集， CI実






料編， G大修館書屈 家庭総合 総合指導資料である。
A Study of Plan of Home Economics Education for Disaster Prevention 
in Upper Secondary Schools 
一-Analysis of Disaster Prevention in Textbook '1ntegrated Home Economics and Teacher' s Manual 
Yoko TORII* and Nobuo SAWADA ** 
The pu叩oseof this study is to analyze disaster prevention in textbook “Integrated Home Economics" and teacher' s 
manual for upper secondary schools. 
The results were as follows. 
1 : Textbook “Integrated Home Economics": Equipment for disaster prevention are quite discribed，but the 
consciousness and measures are not. 
2 : Teacher' s Manual:Natural disaster and constructions are described mainly，but human-made disaster are litle. 
3 : It is necessary for students to raise the consciousness and to col1aborate with local communities in Home Economics 
Education for Disaster Prevention. 
キDcpartmentof Home Economics Education，Naruto Universitiy of Education 
* * Graduate School of Education， Naruto Univcrsitiy of Education 
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